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　国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターでは、2002 年

ねん
に発

はっ
行
こう
した『中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
向
む
け初

しょ
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
素
そ
材
ざい
集
しゅう
・教

きょう
科
か
書
しょ
を作

つく
ろ

う（改
かい
訂
てい
版
ばん
）』の「れんしゅう編

へん
」をもとに、『児

じ
童
どう
・生

せい
徒
と
のための日

に
本
ほん
語
ご
わいわい活

かつ
動
どう
集
しゅう
』を作

さく
成
せい
しました。こ

の活
かつ
動
どう
集
しゅう
は、多

た
様
よう
化
か
する児

じ
童
どう
・生
せい
徒
と
の日

に
本
ほん
語
ご
授
じゅ
業
ぎょう
を、より生

い
き生

い
きと楽

たの
しいものにすることを目

もく
的
てき
とし、全

ぜん
部
ぶ
で

105 の活
かつ
動
どう
を掲

けい
載
さい
しています。この活

かつ
動
どう
集
しゅう
の特
とく
徴
ちょう
と使
つか
い方

かた
をご紹

しょう
介
かい
します。

＜活
かつ
動
どう
集
しゅう
の特

とく
徴
ちょう
＞

①コミュニケーションが目
もく
標
ひょう

　児
じ
童
どう
・生

せい
徒
と
が日

に
本
ほん
語
ご
の知

ち
識
しき
を得

え
るだけでなく、日

に
本
ほん
語
ご
を使
つか
って、自

じ
分
ぶん
を表

ひょう
現
げん
したり、相

あい
手
て
を理

り
解
かい
したりするコ

ミュニケーションの体
たい
験
けん
ができるように活

かつ
動
どう
を考

かんが
えました。

②生
せい
徒
と
同
どう
士
し
、先

せん
生
せい
と生

せい
徒
と
のコミュニケーション

　真
しん
のコミュニケーションの体

たい
験
けん
を可

か
能
のう
にするために、先

せん
生
せい
が質

しつ
問
もん
し、その内

ない
容
よう
に生

せい
徒
と
が答

こた
えるという形

かたち
だけで

はなく、できるだけ、生
せい
徒
と
同
どう
士
し
、先

せん
生
せい
と生
せい
徒
と
が双
そう
方
ほう
向
こう
的
てき
に日

に
本
ほん
語
ご
でコミュニケーションができる活

かつ
動
どう
を取

と
り入

い
れ

ました。

③少
しょう
人
にん
数
ずう
でも可

か
能
のう
な活

かつ
動
どう

　取
と
り出

だ
し授

じゅ
業
ぎょう
など、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
が少

すく
ない場

ば
合
あい
や、先

せん
生
せい
と生

せい
徒
と
の二

ふた
人
り
だけでも可

か
能
のう
な活

かつ
動
どう
をできるだけ取

と
り上

あ
げま

した。

④練
れん
習
しゅう
の種

しゅ
類
るい
の多

た
様
よう
性
せい
を重

じゅう
視
し

　一
ひと
つひとつの活

かつ
動
どう
ができるだけ楽

たの
しくできるようにゲームの要

よう
素
そ
を取

と
り入

い
れたり、聴

ちょう
解
かい
、読
どっ
解
かい
、会

かい
話
わ
、作

さく
文
ぶん
な

どさまざまな技
ぎ
能
のう
を使

つか
う活

かつ
動
どう
や実
じっ
際
さい
のコミュニケーションに近

ちか
い活

かつ
動
どう
を取

と
り入

い
れたりしました。

⑤＜ワークシート＞などの表
ひょう
記
き
に配

はい
慮
りょ

　本
ほん
文
ぶん
中
ちゅう
の＜ワークシート＞や＜会

かい
話
わ
例
れい
＞などは、そのまま教

きょう
師
し
が生
せい
徒
と
に見

み
せることができるよう、使

し
用
よう
漢
かん
字
じ
に

は、全
すべ
て振

ふ
り仮

が
名
な
をつけました。ただし、活

かつ
動
どう
集
しゅう
ですので、活

かつ
動
どう
の内
ない
容
よう
や手

て
順
じゅん
の説
せつ
明
めい
は教

きょう
師
し
が読

よ
むことを想

そう
定
てい
し

た表
ひょう
記
き
になっています。

⑥＜会
かい
話
わ
例
れい
＞の文

ぶん
体
たい
や自

し
然
ぜん
さに配

はい
慮
りょ

　本
ほん
文
ぶん
中
ちゅう
の < 会

かい
話
わ
例
れい
＞＜インタビュー例

れい
＞＜発

はっ
表
ぴょう
例
れい
＞などは、基

き
本
ほん
的
てき
に丁

てい
寧
ねい
体
たい
のものを載

の
せましたが、後

こう
半
はん
の

B「総
そう
合
ごう
的
てき
な活

かつ
動
どう
」では、友

とも
達
だち
同
どう
士
し
の話

はな
し方

かた
なども載

の
せています。
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そ　の　他
ほか
：ワークシート・CD１枚

まい
付
つき

JF日
に

本
ほん

語
ご

関
かん

連
れん

事
じ

業
ぎょう

紹
しょう

介
かい

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター制

せい
作
さく
事
じ
業
ぎょう
課
か
専
せん
任
にん
講
こう
師
し
　久

く
保
ぼ
田
た
美
よし
子
こ
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＜活
かつ
動
どう
集
しゅう
の構

こう
成
せい
＞

　A「語
ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい
の定

てい
着
ちゃく
をはかるための活

かつ
動
どう
」が 70 項

こう
目
もく
、B「総

そう
合
ごう
的
てき
な活

かつ
動
どう
」が 35 項

こう
目
もく
あります。A「語

ご
彙
い
や

文
ぶん
型
けい
の定

てい
着
ちゃく
をはかるための活

かつ
動
どう
」では、数

すう
字
じ
や動
どう
詞
し
の活

かつ
用
よう
形
けい
を覚

おぼ
えるためのビンゴゲームや、歌

うた
、イラストを利

り

用
よう
した文

ぶん
型
けい
練
れん
習
しゅう
、インフォメーションギャップを利

り
用
よう
した活

かつ
動
どう
、インタビュー活

かつ
動
どう
など様

さま
々
ざま
な形

かたち
の基

き
本
ほん
練
れん
習
しゅう
が

載
の
っています。B「総

そう
合
ごう
的
てき
な活

かつ
動
どう
」では、Aで学

がく
習
しゅう
したことが応

おう
用
よう
できるようになっていて、「自

じ
己
こ
紹
しょう
介
かい
」「健

けん
康
こう

チェック」など目
もく
的
てき
のある言

げん
語
ご
行
こう
動
どう
や、日

に
本
ほん
事
じ
情
じょう
に関
かん
する説

せつ
明
めい
や昔

むかし
話
ばなし
などの読

よ
み物
もの
、テーマをもとにディスカッ

ションするものなど、複
ふく
数
すう
の機

き
能
のう
を組

く
み合

あ
わせて課

か
題
だい
を達

たっ
成
せい
できるような活

かつ
動
どう
を集
あつ
めました。105 の活

かつ
動
どう
のうち、

30 の活
かつ
動
どう
は付

ふ
属
ぞく
CDを使

つか
って行

おこな
う活

かつ
動
どう
です。

＜各
かく
課
か
の構

こう
成
せい
＞

　36 課
か
を例

れい
に、課

か
の構

こう
成
せい
について説

せつ
明
めい
します。

　この活
かつ
動
どう
集
しゅう
を使
つか
って、少

しょう
人
にん
数
ずう
のクラスでも「わいわい」楽

たの
しい授

じゅ
業
ぎょう
が実
じつ
現
げん
することを心

こころ
から願

ねが
っています。お

使
つか
いになっての感

かん
想
そう
やご意

い
見
けん
をぜひお聞

き
かせください。（『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』編
へん
集
しゅう
部
ぶ
：jfnckt@jpf.go.jp）

活
かつ
動
どう
の内

ない
容
よう
：

この課
か
の活

かつ
動
どう
概
がい
要
よう
やねらいが書

か
い

てあります。

会
かい
話
わ
例
れい
（発

はっ
表
ぴょう
例
れい
、CDスクリプトなど）：

生
せい
徒
と
にそのまま見

み
せることができ

るよう、漢
かん
字
じ
や振

ふ
り仮

が
名
な
、文

も
字
じ
の

大
おお
きさなど配

はい
慮
りょ
しました。そのま

ま使
つか
うことができます。

バリエーション：

この課
か
の活

かつ
動
どう
の応

おう
用
よう
例
れい
を載

の
せまし

た。生
せい
徒
と
に合

あ
わせて利

り
用
よう
できます。

手
て
順
じゅん
：

活
かつ
動
どう
の手

て
順
じゅん
がわかりやすく書

か
いて

あります。

先
せん
生
せい
へ：

先
せん
生
せい
に参

さん
考
こう
にしてほしい情

じょう
報
ほう
や注

ちゅう

意
い
してほしい点

てん
が書

か
いてあります。

ワークシート（イラストなど）：

活
かつ
動
どう
に必

ひつ
要
よう
なワークシートやイラ

ストを生
せい
徒
と
が見

み
やすいように作

さく
成
せい

しました。


